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要旨 

 ウルリッヒ・リンス著『危険な言語 エスペラント弾圧と迫害の歴

史』。本書は、ドイツの歴史家リンス氏がヒットラーのドイツとスタ

ーリンのソ連でのエスペラントへの迫害を綿密に調査しエスペラン

トで著した労作である。その最新版の邦訳がこのほど刊行されたが、

実は原著の成立そのものにも日本人エスペランティストの協力が大

きく寄与したのだ。 

 

ウルリッヒ・リンス  

1943.8.4  ボンに生まれる。 

1958  エスペラント学習。ケルンでの桑原利秀*の講演を

聴いて、継続を決意。 

1964-1969  世界青年エスペラント機構 役員 

1965  第 50回世界エスペラント大会（東京）参加のため、初来日 

1969  日本人女性と結婚 

1971-1972  フォルクスワーゲン財団の奨学金を得て、東京大学で客員研究員 

1971  l’omnibuso誌（京都、斎藤英三編集発行）に『危険な言語』の原型が連載開始 

1973  La Danĝera Lingvo初版(Kioto, L’omnibuso)刊行 

1975  「大本教団と日本の超国家主義」によりケルン大学から博士号 （2007 年邦訳） 

1975  増補版の『危険な言語』が栗栖継の邦訳で岩波新書として刊行 

1978-1983  ドイツ学術交流会(DAAD)東京事務所初代所長として滞日 

1978  第 65回日本エスペラント大会（三島）で ”Kio estas danĝera lingvo?” を講演 

1981  第 22回東北エスペラント大会（仙台）の公開講演会で "Diskuto pri Japanio en 

Germanio"、通訳後藤 

1988  La Danĝera Lingvo増補改稿版(Gerlingen, Bleicher)刊行 

1989-1995  世界エスペラント協会副会長 （会長は John Wells） 

1999-2004  再度ドイツ学術交流会東京事務所所長として滞日 

2010  H. トンキン 70 歳記念論文集 La arto labori kune. Festlibro por Humphrey 

Tonkin (Rotterdam, UEA)を D. Blankeと共編 

2016  La Danĝera Lingvo最新版(Rotterdan, UEA)刊行 

2018  75歳記念論文集 En la mondon venis nova lingvo (New York, Mondial)刊行 (後

藤斉、José Antonio Vergara、木村護郎クリストフ共編) 

*桑原利秀(1910-1989)  顔料学者・色彩学者、工学博士。通産省大阪工業試験所所長、近畿大学教

授などを歴任。三高エスペラント会で活躍したのち、1929年に東北大に入学し、停滞していた

仙台エスペラント運動の第二期の活動のきっかけとなる。1932年に離仙して名誉会員。 


